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環境基本計画 

上の位置付 

（目標）安心・安全な環境保全型社会づくり 

（施策）公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止 

背景と目的（目標設定）  

自然由来の土壌汚染は全国各地で顕在化する傾向にあり、現在では大きな環境問題として取り上げ

られている。なかでも海成堆積物に起因する自然由来の土壌汚染では、発生する処理土量が膨大にな

ることから低コストで簡便な対策手法の開発が切望されている。 

 本研究は、海成堆積物の掘削にともなう新たな環境汚染リスク（海成堆積物に含まれている黄鉄鉱の

酸化分解に伴う土壌の酸性化と有害重金属類の溶出リスク）を抑制することを目的とし、黄鉄鉱の酸化

分解に影響及ぼす化学的因子について検討した。 

研究内容（緊急性･必要性、新規性･独創性）  

 海成堆積物は、掘削後に大気中で長い時間放置されると、堆積物中の黄鉄鉱が酸化分解して硫酸を

生成することにより土壌の酸性化が進行し、これに伴い海成堆積物の汚染リスク（カドミウム、砒素など

の溶出）や処理コストが増大する。したがって、海成堆積物の処理コストを削減するには、黄鉄鉱が酸化

する前に対策を施すことが重要である。 

  本研究では県内の海成堆積物を用いて風化試験を行い、黄鉄鉱の酸化が始まるまでの時間を調べ

ることで酸化に影響を及ぼす因子について検討する。黄鉄鉱の酸化が始まる時間が予測できれば、土

壌の酸性化を未然に防止することが可能となり、処理対策の低コスト化や効率化が実現できる。 

成果の概要（目標達成度）  

 様々な条件で風化試験を行った結果、黄鉄鉱の酸化分解は土壌pH、土壌温度、酸素との接触などの

影響を顕著に受け、土壌pHは中性付近で、土壌温度は30～40℃で迅速に進むことが分かった。また、

県内の海成堆積物を用いて風化試験を実施したところ、黄鉄鉱の酸化分解が始まるまでの時間には

地域特性があることも判明した。さらに、黄鉄鉱の酸化に関与する微生物種や黄鉄鉱の酸化機構につ

いても明らかにした。 

 以上のように、本研究は当初の目標を達成することができた。 
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成果の発展性（埼玉県(行政･地域)への貢献、技術発展・実用化、課題等）  

  本研究成果は、① 土壌汚染対策法の円滑なる遂行、② 海成堆積物由来の土壌汚染対策に関する
知見・情報の提供、③ 公共工事の実施計画に対する環境分野からの助言など行政施策への大きな貢
献が期待できる。また、成果の一部は、環境部水環境課が主催している『土壌・地下水汚染対策担当者
研修会』にて、環境行政に携わる行政職員（県職員の他、政令市や事務移譲市の職員も参加）に対して
講演、情報提供している。令和４年度の研修会では、環境部職員だけでなく県土整備部の職員も講演を
聴講しており、公共土木工事を実施する部局の職員にも積極的に知見や情報、対策方法について提供
している。今後は、更に多方面の部局（下水道局など）にも研究成果を公開していく。 
 海成堆積物由来の土壌汚染は、埼玉県をはじめ全国各地で多数発生している。汚染対策には膨大な
コストを要するため、本研究成果を含む”海成堆積物を対象とした低コストで環境に優しい対策技術”が
実用化されれば、経済的なコスト負担に悩んでいる土地所有者に役立つばかりでなく、埼玉県内の土地
開発も活発に進行するものと考えられる。 
 黄鉄鉱の酸化分解に影響を及ぼす化学的因子が特定できれば、その知見を応用して黄鉄鉱の酸化
を抑制する技術の開発へと発展させることが可能である。我々は、既に本研究の知見を応用した黄鉄
鉱の酸化抑制技術の開発に成功している（論文投稿済、新聞発表済）。開発した技術は、従来の手法に
比べて簡便迅速で低コストであるなど、当該分野における技術発展に寄与している。しかし、この技術を
実用化するためには民間企業と共同研究を実施して、現場での適用性について検討する必要がある。 

 

 


